
 

ダイキン工業と“デジタルアートのプロ”チームラボのコラボ企画『雲プロジェクト』 

自然の雲への映像投影に挑戦 

雲への映像投影を通じて世界中に感動を届ける壮大な取り組み 
 

ダイキン工業株式会社とチームラボ株式会社（以下、チームラボ）は、自然の雲に映像を投影する『雲

プロジェクト』に共同で取り組み、2013 年 9 月 10 日（火）～12 日（木）に北海道星野リゾート トマ

ムにて雲海への映像投影に挑戦します。映像投影の様子は、7 月 24 日（水）より公開する『雲プロジェ

クト特設サイト』にて配信する予定です。（ http://kumoproject.jp/ ） 

『雲プロジェクト』は、大空に浮かぶ自然の雲に美しい映像を投影し、自然とアートを一体化させた

迫力ある作品を通じて、多くの人々が感動を共有できる時間・空間を創造することを目的として、2012
年 1 月に発足しました。 

当社は、総合空調メーカーとして、「人が 1 日 20kg※も口にしている空気に対して多くの人に関心を

持ってもらいたい」との思いから、空気を題材にした様々な活動に取り組んできました。本プロジェク

トはその一環としてスタートしたものです。 

雲は、時々刻々と形を変え、時として見る人に感動を与える存在にもなります。空気と水が作り出す

雲に、当社の空調技術を活かして芸術的な表現を加え、見る人により大きな感動を覚えてもらうことで、

空気や湿度に対する関心を持ってもらうことを狙いとしています。 

チームラボは、プログラマ・エンジニア、数学者、建築家、CGアニメーター、Webデザイナー、グラ

フィックデザイナー、絵師、編集者など様々なスペシャリストが互いの領域を超えて、見る人にかつて

ない体験をもたらす作品の制作に取り組んでおり、本プロジェクトを通じて未知なる新しいアートを世

に送り出すことを目指しています。 

自然の雲に映像を投影するためには、映像の投影に理想的な雲の条件や出現率について分析する必要

がありました。当社は、空気中の温度・湿度・気流・清浄を自在にコントロールする空調技術を応用し

て「雲生成装置」を独自に開発し、雲を再現することに成功しました。「雲生成装置」で作り出した雲で、

チームラボと様々な映像シミュレーションを繰り返すことにより、映像を鮮明に投影するために必要な

色調、形、光量などをノウハウとして蓄積しました。さらに、雲に映すという特有の条件下で、その可

能性を引き出せるような映像表現を追求してきました。 

これまでの取り組みの集大成として、北海道星野リゾートトマムの雲海に映像を投影する様子は、そ

の感動を多くの人が共有できるよう、7 月 24 日（水）に公開する『雲プロジェクト特設サイト』にて動

画で配信します。サイトでは、雲海への映像投影の様子に加えて、雲への映像投影に成功するまで試行

錯誤しながらチャレンジしてきたこれまでの取り組みを、動画を交えて発信していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  キロ換算をすることで、多くの皆様にイメージしやすいように、以下の前提条件より換算したもの。 
平均換気量：0.5L／回（10ml／kg体重 体重50Kgとして） 
1 分間の呼吸数：20 回、1mol：28.8ｇ、0.5L×20 回×60 分×24 時間÷22.4×0.0288Kg＝18.5kg 
呼吸数について、体重の多い方やストレス下では呼吸数は増えることから概算20kgと表現。性別、年齢によって、異なる。 
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『雲プロジェクト特設サイト』 北海道星野リゾート トマムの雲海 雲に映像を投影する実験の様子



■ 「雲プロジェクト」 これまでの歩み 

① 2012 年 6 月 ダイキン工業が「雲生成装置」の独自開発に成功。人工雲の投影を実施。 
そもそも雲へ映像が映るのかを検証すべく、ダイキン工業の研究チームが、エアコンの冷暖房メカニ

ズムであるヒートポンプ技術や湿度コントロール技術を応用した雲の生成装置を自社の研究所にて

独自開発に成功。雲への映像投影を実施。 
 

 
 
 
 
 
 
 

通常の雲は、空気が上昇していく過程で、気圧の低下に伴い断熱膨張し、空気自身が冷えて露点に達す

ることで生成されます。一方で、限られた小さな空間で、気圧の変化により雲を自然発生させるのは不

可能です。 

そこで、高温多湿な空気を、低温の空気で十分冷やす方法によって雲を自然発生させようと試みました。

高温多湿な環境は、ヒーターと高温水蒸気で実現。冷温環境は、エアコンに使用されているヒートポン

プ技術を応用しています。雲生成装置の中に、熱交換器を設置し、その中に冷水を通す事で、空気を効

率的に冷やし、理想的な冷温環境を作り出すことに成功しました。雲の自然発生にこだわり続け、ヒー

トポンプ技術も活用しながら空気の温度・湿度をコントロールし、高温多湿と冷温環境を同時に実現さ

せた結果、無事、雲の生成を確認することができました。 
 

② 2013 年 1 月 広島県三次市投影実験 

人工雲への投影を確認後、広島県三次市にて初の自然雲への投影試験を開始。 

様々な色彩を使った映像を投影することに成功。 

白、黒などはっきりした色が投影しやすいことを確認。 
 
 
 
 
 
 
 

③ 2013 年 6 月 北海道星野リゾート トマム投影実験 

自然雲への投影を確認後、雲海の名所のひとつ「北海道星野リゾート トマム」にてテスト映像を使

った 3 日間の投影実験を実施。投影場所を変えるなど試行錯誤した結果、スクリーンに映したような

質の高い映像の投影に成功。雲の発生率や成功要因について考察を深める。 
 

 

 

 

 

 

生成装置の中での閉鎖環境とは違い、自然環境下での雲の動きは当然制御できるものではありません。

雲にこちらから近づく必要がありましたが、その点、北海道トマムという環境は抜群でした。この地

域には①移流雲、②放射霧、２つの種類の雲が雲海を生み出すという特徴があります。雲海は山々に

隣接して発生することもあるため、雲に限りなく近づけると考えました。 
 実際に実験をしてみると、①移流雲が映像投影に適切な雲であり、②放射霧はプロジェクターからの

光を反映しすぎて、映像を見えにくくしてしまうことが分かりました。また、雲が安定するには、種

類だけではなく風速が密接に関係していることも分かりました。そのため、①移流雲があり、②放射

霧が無い環境の温度、湿度、風速を数値化しました。雲へ映像投影ができる環境を客観的に定義づけ

ることができました。 
 
※これまでの歩みの詳細は、雲プロジェクトのブログサイト（ http://kumopuro.tumblr.com/ ）でも  

紹介しています。 

＜雲生成装置 研究チーム＞

＜雲生成装置 研究チーム＞



【チームラボについて】 

チームラボは、プログラマ・エンジニア（プログラマ、UIエンジニア、DBエンジニア、アーキテクチャ

ー、ネットワークエンジニア、ロボットエンジニア、image processing engineer）、数学者、建築家、

Webデザイナー、グラフィックデザイナー、CGアニメーター、絵師、編集者など、情報化社会のさまざ

まなものづくりのスペシャリストから構成され、テクノロジーとアートとの境界で、様々なソリューシ

ョンを提供している。商品を手にとると、ショップ内のディスプレイに、その商品のコーディネイトさ

れた写真や動画を表示させる『インタラクティブハンガー』など、デジタルサイネージを使用したもの

づくりなどで注目を集めている。2011 年には『百年海図巻』『チームラボハンガー』が文化庁メディア

芸術祭審査委員会推薦作品に選出。 

 

【星野リゾート トマムについて】 

北海道の中心に位置する滞在型ファミリーリゾート。 ランドマークとなっている「ザ・タワー」を中心

に、様々なアウトドアアクティビティ、屋内型波のプール「ミナミナビーチ」、18 ホールを有するリゾ

ートゴルフ場、多彩なレストランを有する北海道でも最大級のリゾートエリア。 
 
 

 ●北海道星野リゾートトマムにおける雲海への映像投影など 

本リリースに関する報道機関からの取材依頼・お問い合わせ先 

「雲プロジェクト」広報事務局（インテグレート内） 担当：渡辺・鈴木いづみ 

TEL 03-5771-9959 ／ FAX 03-5771-5524 


